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前年度までの研究結果から、材質により割れ易さが異なること、初期蒸煮処理には問題

があることが示唆された。そこで、初期蒸煮時間と材質（産地）の影響を明らかにするた

め、比較試験を行った。

１．試験の方法

試験材には無背割りスギ心持ち柱材( ㎝角、材長 )を使用し、三重県美杉産と12.5 3.0m

静岡県天竜産の材を用意した。表１のとおり初期蒸煮時間を変えた処理試験区をもうけ、

1 2高温乾燥試験を行った その際 材の個体差によるばらつきを軽減するため 本の材を。 、 、

分割して片面の木口をコーティングし、 本 組の試験材として比較試験を行った。試験2 1

材は、重量・心材率等の材質を調査するとともに、高温乾燥後の外見上表面割れ、内部割

れ、含水率の測定を行った。なお、内部割れは断面写真を用い、含水率は全乾法により測

定した

２．試験結果

( )産地による差1

図１に示すとおり つの産地間には結果に大きな差異が見られた。静岡産は三重産に比2

べて表面割れは約 と少なかったが、内部割れは約 倍の発生量であった。材質に関し1/2 3

ては初期含水率と心材率には有意差が認められたが、比重、年輪幅、仕上がり含水率等に

差は認められなかった。両産地とも末口側より元口側の方が表面割れは少なく、特に三重

県産材には心材率が高い方が表面割れが少なくなる傾向が見られた(図２)。
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表１． 試験処理区の概要

初期蒸煮6時間＋高温乾燥84時間

初期蒸煮12時間＋高温乾燥84時間

試験本数（本）
処理内容

初期蒸煮0時間＋高温乾燥84時間

試験区分

内部割れ

初期含水率 乾燥後含水率 心材率 全乾比重 標準年輪数 割れ長 最大割れ幅 内部割れ面積

（％） （％） （％） （㎝） （㎜） （㎜2）

三重 91.4% 18.9% 79.1 0.350 30.1 57 1.0 47.3

静岡 81.3% 18.9% 84.5 0.350 29.2 25 0.3 150.6

t検定有意差 ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

*危険率5%未満で有意差有り、**1%未満で有意差有り
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表 ２ ． 産 地 別 試 験 材 の 材 質




